






要約 

ここに示した,二つの外的基準(低アプガーと非正常)の予測を行なう場合,かかる 140 コの

症候によれば,その 25%前後が説明可能と思われるが,全集団のうち,少なくとも,ある部分

はあらかじめ,かかる意味でのハイリスク児を生じないことを予測できることになり,かか

る Large scale screening を経るならば,分娩監視の適用をより納得いくものにすることが

期待される。 


